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税

村
・
府
民
税
４
期
分
の
納
税
は

12
月
28
日
ま
で
に

　

税
金
は
納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
・
府
民
税
、
固
定
資
産
税
お
よ

び
軽
自
動
車
税
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
あ

わ
せ
て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

12
月
は

「
税
収
確
保
重
点
月
間
」で
す
！

　

村
で
は
、12
月
を
「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

と
位
置
づ
け
、
文
書
、
電
話
お
よ
び
訪
問
に

よ
る
催
告
を
行
い
、
納
期
限
内
に
納
税
さ
れ

た
人
と
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

　

税
金
は
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

保　
　
　

険

医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
に
、
医
療
費
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費
助
成

対
象
条
件

　

65
歳
未
満
の
人
で
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①　

�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の

人　
　

②　

重
度
知
的
障
害
者

③　

�

中
度
知
的
障
害
者
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○ 

老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当
額
等
一
部

助
成
）
医
療
費
助
成

対
象
条
件

　

65
歳
以
上
の
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①　

�

身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費
助

成
対
象
の
人

　
　

�（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、

療
育
手
帳
重
度
な
ど
）

②　

�

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当
す
る

難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
国

の
難
病
と
し
て
の
公
費
負
担
医
療
の
対

象
と
な
る
疾
患
を
有
す
る
人

③　

�

精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の
治
療

を
受
け
て
い
る
人

④　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象
の
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成　

対
象
条
件

①　

�

18
歳
未
満
の
児
童
お
よ
び
18
歳
に
達
し

た
日
か
ら
そ
の
日
以
降
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

②　

①
の
児
童
を
監
護
す
る
父
ま
た
は
母

③　

�

父
母
の
い
な
い
①
の
児
童
を
養
育
す
る

養
育
者

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容

　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
（
保
険
診
療

に
限
る
）
を
受
け
た
と
き
、
医
療
機
関
に
支

払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
。

申
請
に
必
要
な
も
の

事
前
に
左
記
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
福
祉
医
療
）

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
を

　

市
町
村
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、
医
療
費

や
保
険
料
の
還
付
金
の
名
目
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
払
機
）
に
誘
導
し
、
お
金
を
振
り

込
ま
せ
る
詐
欺
事
件
が
全
国
で
多
発
し
て
い

ま
す
。
公
的
機
関
が
還
付
金
な
ど
の
受
け
取

り
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
に
も
、
公
的
機
関
や
金
融
機
関
の

職
員
を
装
っ
て
直
接
自
宅
を
訪
問
し
、
被
保

険
者
証
や
通
帳
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど

を
だ
ま
し
と
る
手
口
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
指
示
に
従

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場� ……☎�0081
小吹台連絡所� ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド�
� ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館� ……☎�1588
B&G海洋センター�……☎�7183
学校給食センター�……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署� ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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う
前
に
、
公
的
機
関
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
万
一
、被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
て
く

だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
不
審
な

電
話
・
訪
問
が
あ
っ
た
と
き
は
、
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
や
役
場
窓
口
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
後
期
高
齢
）

•

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

若
年
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
20
歳
以
上

40
歳
未
満
の
人
を
対
象
に「
若
年
健
康
診
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
利
用
し
て

健
康
管
理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

特
定
健
康
診
査
と
同
じ
内
容
の
健
診

（
眼
底
検
査
を
除
く
）

場
所　

村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
（
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）、
村
国
民
健
康
保
険
千
早
診
療

所
、
植
田
診
療
所
（
小
吹
台
）

費
用　

３
千
円

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
被
保
険
者
証

※�

年
度
内
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

　

私
た
ち
の
個
人
情
報
が
知
ら
な
い
間

に
不
正
に
取
得
・
売
買
さ
れ
て
い
る
実

態
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
「
私
に
は
関
係
な
い
」「
実
害
は
な
い

の
で
は
」
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
不
正
に
入
手
さ
れ
た
情

報
は
、
結
婚
や
就
職
の
際
の
身
元
調
査

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
に
利
用
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求
お

よ
び
不
正
取
得
の
早
期
発
見
や
防
止
を

す
る
た
め
、
代
理
人
や
第
三
者
の
請
求

で
、
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付

し
た
と
き
、
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
に

よ
り
、
交
付
事
実
を
本
人
に
通
知
す
る

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
前
登
録
で
き
る
人

本
村
に
住
民
登
録
・
本
籍
が
あ
る
人

登
録
に
必
要
な
も
の

　

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、
旅
券
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

な
ど
）、
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
と

登
録
者
本
人
確
認
書
類

通
知
内
容

　
「
交
付
年
月
日
」「
交
付
し
た
証
明
書

の
種
別
お
よ
び
通
数
」「
交
付
請
求
者
の

種
別
（
代
理
人
か
第
三
者
か
の
別
）」
を

通
知
し
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
戸
籍
）

個
人
情
報
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

年末年始の業務案内

注１：急患は富田林市立休日診療所（☎㉘1333）を利用ください。� � � � � � � �
　　　診療日：年末年始（12月29日～１月３日）、日曜日、祝日
　　　受付時間：午前９時～11時30分、午後１時～３時30分（歯科は午前のみ）
　　　小児救急は富田林市消防署（☎㉓9919）へ（午後８時～翌朝８時）
注２：引っ越しなどで開閉栓が必要な場合、12月28日（水）までに施設整備課へ連絡してください。
　　　宅内の修繕業務は、村指定給水装置工事事業者へ依頼してください。
　　　下水道については、公共マスより、本管側（道路側）の排水設備修繕業務は施設整備課まで連絡してください。
注３：午前５時から早朝営業します。初日の出を金剛山でどうぞ！
注４：午前９時から午後５時まで、15分間隔で運行します。
注５：早朝５時からピクニック広場で先着200人に「ふるまい酒」と、先着1,000人に「ぜんざい」をプレゼント！

施設・業務名 28日
（水）

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

１月１日
（日）

２日
（月）

３日
（火）

４日
（水）

５日
（木）

６日
（金）

村役場 ○ ○ ○ ○
小吹台連絡所 ○ ○ ○ ○
教育委員会事務局 ○ ○ ○ ○
保健センター　　　 ○ ○ ○ ○
村診療所（午前）　　注１ ○ ○ ○ ○
千早診療所　　 　　注１ ○ ○ ○
村診療所（午後）　　注１ ○ ○ ○
施設整備課 ○ 注２ ○ ○ ○
Ｂ＆Ｇ海洋センタ－ ○ ○ ○ ○
くすのきホ－ル ○ ○ ○ ○
くすのきホ－ル図書室 ○ ○ ○ ○
村立郷土資料館� ○ ○
道の駅「ちはやあかさか」 ○ ○
金剛山ロープウェイ ○ ○ ○ ○ 注３ 注４ ○ ○ ○
香楠荘 ○ ○ ○ ○ 注５ ○ ○ ○ ○ ○
臨時ごみ持ち込み ○ ○ ○ ○
し尿臨時くみ取り ○ ○ ○ ○ ○
定期ごみ収集 ○ ○ ○ ○
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《千早赤阪メモリアルパークでお墓を建てよう！！》

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？
実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、
お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。
『千早赤阪メモリアルパーク』は１聖地 永代使用料 26万円より。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

この機会に『千早赤阪メモリアルパーク』にお墓をお引越ししませんか？

上
下
水
道

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い

忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

納
入
通
知
書
で
お
支
払
い
の
お
客
様
は
、

記
載
の
納
入
期
限
ま
で
に
、
村
役
場
、
指
定

の
金
融
機
関
又
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
納
入
通
知
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
い
ま

す
。）
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
お
客
さ
ま
は
、
ご
指
定
の
口

座
か
ら
口
座
振
替
を
し
ま
す
。
振
替
予
定
金

額
は
、
振
替
予
定
日
と
あ
わ
せ
て
「
上
下
水

道
使
用
量
・
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載

し
て
い
ま
す
。
口
座
残
高
を
ご
確
認
い
た
だ

き
残
高
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、
振
替
予

定
日
ま
で
に
ご
入
金
く
だ
さ
い
。（
口
座
振

替
は
、
１
回
限
り
で
す
。
振
替
で
き
な
い
場

合
は
、
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
村
役

場
な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
督
促
状
、
催
告
状
を
送
付
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
支
払
い
い
た
だ
け
な

い
場
合
は
、
給
水
停
止
や
法
的
手
続
き
な
ど

を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

施
設
整
備
課　

滞
納
料
金
整
理
室

寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

冬
に
な
っ
て
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、

給
水
管
や
蛇
口
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ

た
り
、破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

•

北
向
き
の
と
こ
ろ

•

風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

•

屋
外
に
あ
る
水
栓
器
具

②
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
�

給
水
管
や
蛇
口
に
は
、
保
護
材
な
ど
を
使

用
し
て
給
水
管
や
蛇
口
を
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

③
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き

　

�

蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
ま

た
は
布
を
か
ぶ
せ
「
ぬ
る
ま
湯
」
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
か
け
る
と
給
水
管

が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
破
裂
し
た
と
き
は

　

�

止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
か
、

そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
）
を
閉
め
、
修
理

を
村
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

水
洗
化
を
し
よ
う
！

○
３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
内
で
く
み

取
り
便
所
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
は
、
法
律

で
３
年
以
内
に
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
、
風
呂

や
台
所
な
ど
か
ら
出
る
雑
排
水
と
と
も
に
下

水
道
に
流
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
は

速
や
か
に
排
水
設
備
工
事
の
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
（
雨
水
は
除
く
）。

　

改
造
工
事
を
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
村
排

水
設
備
工
事
指
定
業
者
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○ 

水
洗
便
所
改
造
の
無
利
子
貸
付
制
度
の
活

用
を

　

下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
区
域
で
は
、
水

洗
化
の
改
造
工
事
が
行
わ
れ
、
下
水
道
の
使

用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

く
み
取
り
便
所
を
改
造
し
た
人
か
ら
は
、

悪
臭
な
ど
が
無
く
な
り
、
大
変
快
適
に
な
っ

た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
改
造
工
事
の
と
き
の
、
皆
さ

ん
の
負
担
の
軽
減
と
水
洗
化
の
促
進
を
図
る

た
め
、
無
利
子
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
利
子
貸
付
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
、
連

帯
保
証
人（
大
阪
府
内
に
居
住
）が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
貸
し
付
け
の
対
象
と
な
る
の
は
、

下
水
道
の
使
用
区
域
に
な
っ
て
か
ら
３
年
以

4



時
だ
、
こ
の
状
態
に
あ
る
時
に
頭
脳
は
最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
。逆
に
、

ど
こ
か
こ
わ
ば
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
あ

た
ま
は
上
手
く
働
か
な
い
の
で
す
。」
と
、

実
に
明
確
な
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
勉
強
」
と
は
、
強
い
て
勉
め
る
と
書
き

ま
す
。
学
ぶ
こ
と
の
中
に
、
ど
こ
か
で
子
ど

も
た
ち
に
「
必
要
の
な
い
緊
張
」
を
強
い
て

は
い
な
い
か
。
子
ど
も
た
ち
の
な
か
に
、
答

え
を
間
違
っ
て
笑
わ
れ
な
い
か
、
馬
鹿
に
さ

れ
な
い
か
と
い
う
心
配
は
な
い
の
か
。
力
関

係
で
抑
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
子
は
い
な
い
か
。

日
本
の
学
校
の
現
状
を
考
え
合
わ
せ
、
ゆ
っ

た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
け
れ
ど
真
剣

で
楽
し
い
学
び
合
い
の
あ
る
授
業
づ
く
り
へ

と
、
改
善
す
べ
き
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
も

ら
っ
た
思
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
授
業
に
、ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
主
体
的
、
協
働
的
な
学
び
）
が
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
か
に
先
生
の
話
を
聞

い
て
考
え
る
と
い
う
授
業
か
ら
、
子
ど
も
自

身
が
進
ん
で
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
考
え
て
学
び
を
深
め
る
と
い
う
授
業
へ
と

新
し
い
方
向
が
示
さ
れ
、
発
想
を
転
換
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し

た
学
び
は
、
ど
の
子
も
楽
し
ん
で
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
安
心
で
き
る
人
間

関
係
の
う
え
に
こ
そ
成
立
す
る
の
だ
と
、
改

め
て
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育
を
視
察
す
る
機
会

が
あ
り
、
い
く
つ
か
の
小
中
学
校
を
訪
問
し

て
授
業
も
見
学
し
ま
し
た
。
１
ク
ラ
ス
は
15

人
以
下
の
少
人
数
で
、
全
て
の
教
室
に
電
子

黒
板
が
配
備
さ
れ
、
１
人
ひ
と
り
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
準
備
さ
れ
る
な
ど
、
学
校
環

境
の
充
実
ぶ
り
の
中
に
教
育
へ
の
期
待
の
大

き
さ
を
感
じ
と
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
あ
る
小
学
校
で
の
こ
と
、
算
数
の

時
間
の
最
初
の
場
面
。
音
楽
が
流
れ
、
電
子

黒
板
に
映
さ
れ
た
人
形
が
踊
る
、
そ
れ
を
見

な
が
ら
子
ど
も
も
踊
る
。
わ
ず
か
数
分
間
で

す
が
、全
員
夢
中
に
な
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

体
で
表
現
す
る
、
体
を
柔
ら
か
く
す
る
と
い

う
こ
と
が
随
分
大
切
に
さ
れ
、
子
ど
も
が
楽

し
ん
で
活
動
す
る
時
間
が
ど
の
授
業
に
も
ど

こ
か
の
場
面
に
必
ず
入
っ
て
い
ま
し
た
。
別

の
算
数
の
時
間
の
こ
と
。
手
作
り
教
材
で
説

明
す
る
先
生
の
話
を
聞
い
た
後
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
っ
て
足
し
算
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま

す
。
初
め
は
１
人
で
、
次
は
２
人
の
ペ
ア
に

な
っ
て
、
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
た
り
、
中
に
は

カ
ー
ペ
ッ
ト
に
寝
そ
べ
っ
た
り
思
い
思
い
の

姿
勢
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
ど
の
子
も
夢

中
で
す
。
頭
は
し
っ
か
り
教
材
に
向
い
て
い

て
、
自
分
の
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す

る
態
度
が
と
て
も
真
剣
で
一
生
懸
命
で
し
た
。

　

子
ど
も
が
授
業
中
に
寝
そ
べ
っ
て
い
い
の

か
と
い
う
質
問
に
は
、「
あ
た
ま
が
働
く
の
は
、

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
が
最
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
㊸

か
ら
だ
・
こ
こ
ろ
・
あ
た
ま

島　
　

善
信

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

内
に
改
造
工
事
を
す
る
場
合
で
す
。

○ 
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
を

分
納
し
て
い
る
人
へ

　

対
象
者
へ
は
す
で
に
納
付
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
分
割
で
支
払
っ
て
い
て
ま
だ
完

納
し
て
い
な
い
人
は
、
平
成
28
年
度
第
２
期

分
を
12
月
１
日（
木
）か
ら
25
日（
日
）ま
で
の

間
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

人　
　
　

権

第
68
回
人
権
週
間
に
お
け
る
人
権

啓
発
事
業
の
お
知
ら
せ

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
第
68
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、
全
国
で
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。　
　

　

村
で
も
、
人
権
問
題
を
身
近
な
問
題
と
し

て
受
け
止
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
週
間

の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

●
「
人
権
を
考
え
る
村
民
の
つ
ど
い
」

日
時　

12
月
４
日（
日
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
45
分

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

内
容　

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
表
彰
式
＆

　
　
　

映
画
「
あ
ん
」
上
映
会

定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料
（
申
込
不
要
）

※�

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

�

● 

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
作
品
展
お
よ
び
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

期
間　

12
月
３
日（
土
）～
11
日（
日
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
特
設
人
権
相
談
開
設　
　
　

　

人
権
問
題
な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

人
権
擁
護
委
員
が
あ
な
た
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

ま
た
、
当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、
人
権
擁

護
委
員
に
直
接
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
つ

い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

12
月
６
日（
火
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
相
談
室

人
権
擁
護
委
員

•

田
中
鈴
代　

☎
�
７
３
８
７

•

西
浦
玲
子　

☎
�
０
３
８
２

•

清
水
初
代　

☎
�
０
３
２
８

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

平
成
28
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
９
期
（
12
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
12
月
22
日（
木
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

子　

育　

て

保
育
所
入
所
受
付

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
の
保
育
所
入
所

を
希
望
す
る
人
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
し
ま
す
。（
現
在
、
げ
ん
き
保
育
園

に
入
所
し
て
い
る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

新
規
で
保
育
所
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、

保
育
所
の
利
用
申
し
込
み
と
と
も
に
「
保
育

の
必
要
性
」の
認
定
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
健
康
福
祉
課
ま
た
は
小
吹
台

連
絡
所
、げ
ん
き
保
育
園
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

12
月
１
日（
木
）～
20
日（
火
）

受
付
場
所

健
康
福
祉
課
（
村
立
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
生
後
２
か
月

以
上
で
満
６
歳
未
満
の
児
童

入
所
条
件

　

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の
よ
う
な
状
態

に
あ
る
場
合
で
す
。

①�

１
月
あ
た
り
48
時
間
以
上
労
働
す
る
こ
と

を
常
態
と
し
て
い
る
（
週
３
日
以
上
、
か

つ
１
日
４
時
間
以
上
）

②�

妊
娠
中
で
あ
る
か
ま
た
は
出
産
後
間
が
な

い
（
出
産
ま
た
は
出
産
予
定
日
の
前
後
８

週
間
）

③�

疾
病
に
か
か
り
、
ま
た
は
障
が
い
を
有
し

て
い
る

④�

同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
し
て
い
る
親

族
を
常
時
介
護
・
看
護
し
て
い
る

⑤�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
の

復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

⑦
就
学
し
て
い
る

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

⑨�

育
児
休
業
取
得
中
に
、
既
に
保
育
施
設
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続

利
用
が
必
要
で
あ
る

⑩�
そ
の
他
、
右
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
村

が
認
め
る
事
由
に
該
当
す
る

※�

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
該
当
す
る
人

で
も
、
家
庭
内
で
保
育
が
で
き
な
い
程
度

が
高
い
人
か
ら
承
諾
し
ま
す
の
で
、
定
員

に
余
裕
が
な
い
場
合
は
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

結
果
通
知

　

保
護
者
に
平
成
29
年
３
月
上
旬
ご
ろ
に
通

知
し
ま
す
。

保
育
料

　

申
し
込
み
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
市
町
村

民
税
額
な
ど
に
よ
り
、村
保
育
所
徴
収
金（
保

育
料
）
基
準
額
表
に
基
づ
き
算
定
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

健
康
福
祉
課

•

げ
ん
き
保
育
園　

☎
�
７
８
６
８

〈12月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉
日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

６ 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）
７ 水 午前10時30分～

地域子育て支援センター

クリスマス制作
８ 木 ★ 午前10時～ 人形劇
９ 金 ★ 午前10時～ Kid'sヨガ
14 水 午前10時30分～11時 英語あそび・発育測定
15 木 午前10時～10時30分 げんき親子体操
16 金 午前10時30分～ おもちゃ作り

17 土 午前10時～正午
お餅つき大会
持ち物　�水筒、タオル、エプロン（必

要な人）
20 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

21 水 ★ 午前11時30分～
地域子育て支援センター

お試しランチ
費用　１人200円
持ち物　エプロン（必要な人）

28 水 午前10時30分～ 凧作り
☆今月の一押し　�　お餅つき大会　�１年の締めくくりの行事の一つとして、親子でお餅つきを楽しみませんか？
　 みんなでつきたてのお餅を食べましょう。おみやげもありますよ。
のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。
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補　

助　

金

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費

補
助
金
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
適
正
な
維

持
管
理
を
促
進
し
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
を
推
進
し
て
お

り
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
人
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
地
域
は
、
公
共
下
水
道
の
供
用

が
開
始
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
す
。た
だ
し
、

新
た
に
開
始
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
間
は
当

該
地
域
を
補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

き
村
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
で
、
自
己

の
専
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
た
合
併
処
理
浄
化

槽
に
お
い
て
、
浄
化
槽
法
で
定
め
ら
れ
て
い

る
「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
お
よ
び
「
法
定

検
査
」
を
行
っ
た
人
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
額
は
、
申
請
日
か
ら
過
去
１
年
間

に
行
っ
た
保
守
点
検
な
ど
の
費
用
合
計
額
が

対
象
で
、
２
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

　この教室では、日常生活や座位での運動には支障のない程度の膝や腰の痛みがあったり、気持ちがどうもふさぎ
がちでついつい家に閉じこもってしまっている高齢者が対象です。認知症予防、体力づくり、筋力＆脳トレーニン
グなどを楽しく実践しながら学び、寝たきりや閉じこもりにならない身体づくり・仲間づくりを目指しています。

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（介護予防）

実 施 内 容 開講式、介護予防運動指導員による講話と運動や体操の実技、看護師・保健師による健康チェ
ック、体力測定（座位体前屈、座位ステッピング、開眼片足立ち、ツーステップ）、修了式など

対 象 者

65歳以上の住民で下記①～④の条件を満たす人
①要介護（要支援を含む）認定を受けておらず、介護保険サービスを利用していない
②介助なしで座ってする運動が可能
③かかりつけ医がいる場合は、運動を許可されている
④送迎はないので自力で会場まで来ることができる
※小吹台地区以外の人も参加できます

回 数 １クール12回（週に１回、３か月間）

定 員

各クールごとに15人（先着順）
•原則、全回参加できる人優先。
•申し込み後、対象者条件を満たしているか確認の上、参加決定通知送付。
•前期と後期の両方は申し込めません。

場 所 小吹台地域自治会館　

参 加 費 スポーツ保険（希望者のみ）として1,200円／人、毎回参加時に250円／人

実 施 日 後期
クール

１月12日・19日・26日、２月２日・９日・16日・23日、３月２日・９日・16日・23日・
30日の午前（全日木曜日）

新規墓石工事、墓石建替え工事～墓じまい（お墓の引越し）まかせて安心！

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？

実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、

お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。

『お墓』について、ご一緒に考えませんか？お気軽にお問い合わせ下さい。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

ＫＣ（健康長寿）エクササイズ参加者募集
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※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前に連絡します。
場所　くすのきホール　
定員　50人（各回・登録者優先・先着順）
費用　１回400円
受付　随時　※土曜日・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　途中からの参加可能。村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課　☎�1300　
※くすのきホール窓口でも直接申し込むことができます。

平成28年度村民大学歴史講座、今後の開講予定
後期（第７回～第９回）「地域の中の博物館」午後２時から４時

募　
　
　

集

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録

お
よ
び
更
新
に
つ
い
て

　

村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
29
年

～
31
年
度
の
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
の

登
録
を
募
集
し
ま
す
。
食
材
料
な
ど
の
納
入

を
す
る
に
は
、納
入
業
者
登
録
が
必
要
で
す
。

既
に
登
録
済
み
の
場
合
も
、
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
る
書
類
配
布
、
受
付
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
配
布
お
よ
び
受
付
場
所

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
桐
山
２
５
８
番
地
）

配
布
日
時　

12
月
１
日（
木
）～
20
日（
火
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
土
・
日
・
祝

日
は
除
く
）

受
付
日
時　

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）～
31

日（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

☎
�
１
１
１
２

回 講座日 タイトル 講　　師

７ 12月２日（金）
地域のマーケティング

～博物館と来訪者の視点から～
神戸山手大学教授
森山　正　氏

８ 12月14日（水）
ミュージアムを楽しむ

～行ってみたくなるようなミュージアムを紹介します～
阪南大学准教授
和泉　大樹　氏

９
平成29年
１月18日（水）

地域の中の博物館
～村立郷土資料館30年の歩み～

村文化財担当職員

◆
一
般
書

望
み�

（
雫
井
脩
介
）

天
晴
れ
ア
ヒ
ル
バ
ス�

（
山
本
幸
久
）

江
戸
を
造
っ
た
男�

（
伊
東
潤
）

料
理
通
異
聞�

（
松
井
今
朝
子
）

駄
犬
道
中
お
か
げ
参
り�

（
土
橋
章
宏
）

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
憂
鬱�

（
中
山
七
里
）

芝
浜　

落
語
小
説
集�

（
山
本
一
力
）

五
弁
の
秋
花�

（
梶
よ
う
子
）

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ラ
イ
フ�

（
荻
原
浩
）

地
上
の
星�

（
村
木
嵐
）

弧
篷
の
ひ
と�

（
葉
室
麟
）

お
ん
な
の
城�

（
安
部
龍
太
郎
）

水
に
立
つ
人�

（
香
月
夕
花
）

黒
い
紙�

（
堂
場
瞬
一
）

手
の
ひ
ら
の
京�

（
綿
矢
り
さ
）

最
悪
の
将
軍�

（
朝
井
ま
か
て
）

遠
い
唇�

（
北
村
薫
）

白
衣
の
嘘�

（
長
岡
弘
樹
）

氷
の
轍�

（
桜
木
紫
乃
）

ま
こ
と
の
華
姫�

（
畠
中
恵
）

黒
涙�

（
月
村
了
衛
）

湖
底
の
城　

呉
越
春
秋　

７
巻

�

（
宮
城
谷
昌
光
）

と
り
年
の
ゆ
る
文
字
年
賀
状

�

（
宇
田
川
一
美
）

◆
児
童
書

明
治
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ナ
ン
忍
者
の
不
思
議

き
ょ
う
は
ク
リ
ス
マ
ス�

（
小
西
英
子
）
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お
知
ら
せ

特
別
職
人
事

～
教
育
長
に
矢
倉
氏
～

　

11
月
１
日
開
催
の
村
臨
時
議
会
で
、
矢
倉

龍
男
氏
（
63
歳
）
の
教
育
長
任
命
議
案
が
同

意
さ
れ
、
同
氏
は
11
月
13
日
付
け
で
村
教
育

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

矢
倉
氏
は
、平
成
19
年
11
月
に
教
育
委
員
、

平
成
25
年
４
月
に
教
育
長
に
就
任
し
、
本
年

11
月
12
日
で
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

任
期
は
、
平
成
31
年
11
月
12
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

　

新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
る
み
な
さ
ん
の
門

出
を
祝
福
す
る
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
11
月
中
旬
に
ハ
ガ
キ
で
通

知
を
し
て
い
ま
す
が
、
通
知
が
届
か
な
い
場

合
や
、
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

月
日　

平
成
29
年
１
月
９
日（
祝
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
よ
り

開
式　

午
前
10
時
よ
り

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

宝くじ助成事業

　千早地区では、伝統文化の承継や世代間交流、
交流人口の増加を図り、地域の活性化及び活発
なコミュニティ活動を推進するため、祭用櫓や
提灯、冷蔵庫、カラオケ機材、回転椅子などを
購入しました。
　この事業は、宝くじの普及広報事業の受託事
業収入を財源とする一般財団法人自治総合セン
ターのコミュニティ助成金を受けて購入しました。

〈問い合わせ〉人事財政課地域戦略室

　

千
早
赤
阪
村
制
施
行
60
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、「
未
来
レ
タ
ー　

～

時
を
越
え
て
、
届
け
っ
！
こ
の
想
い
～
」

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

未
来
レ
タ
ー
専
用
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
専
用
ポ
ス
ト
に
投
函

す
る
と
、
役
場
に
て
未
来
レ
タ
ー
を
保

管
し
て
お
き
、
10
年
後
の
村
制
施
行
70

周
年
時
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

　

10
年
後
の
自
分
自
身
や
、家
族
、友
人
、

大
切
な
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
み

ま
せ
ん
か
？
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
28
日（
水
）ま
で

専
用
は
が
き
・
専
用
ポ
ス
ト
の
設
置
場
所

村
役
場
、
小
吹
台
連
絡
所
、
く
す
の
き

ホ
ー
ル
図
書
室

※�

切
手
は
不
要
で
す
。
募
集
期
間
は
延

長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉人
事
財
政
課
地
域
戦
略
室

60
周
年
記
念
事
業
　
未
来
レ
タ
ー

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

対
象　

①
65
歳
以
上
と
、
②
60
歳
～
64
歳
で

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
障
が
い
の
あ
る

人
の
う
ち
、
接
種
を
希
望
す
る
人

期
間　

平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）ま
で

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
千
早
赤
阪
村
・
富

田
林
市
・
河
南
町
・
太
子
町
・
大
阪
狭
山
市
）

※�

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
は
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

費
用　

１
千
円
（
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

っ
て
く
だ
さ
い
。）

備
考　

•
�

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

•
�

事
前
に
予
約
な
ど
医
療
機
関
へ
確
認
く
だ

さ
い
。

•
�

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

物
を
持
参
く
だ
さ
い
。

•
�

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
が
免
除
さ
れ

ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
福
祉
課
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

•
�

指
定
医
療
機
関
以
外
の
施
設
に
入
所
中
ま

た
は
病
院
に
入
院
中
の
人
は
相
談
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

予
防
接
種
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健　
　
　

康

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ

と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•

村
国
保
千
早
診
療
所

•

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
平
成
28
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②�

平
成
28
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

③�

平
成
28
年
度
に
満
41
歳
以
上
で
、
特
定
健

康
診
査
な
ど
に
お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異

常
が
あ
る
人

内
容　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
血
液
検
査
で

次
の
項
目
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

②
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

申
し
込
み
期
間

平
成
29
年
３
月
24
日（
金
）ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個

別
郵
送
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・

受
診
券
・
問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）　

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

歯
の
損
失
は
、
物
が
食
べ
に
く
い
、
会
話

が
不
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
疾
患
は
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
乏
し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
早
い
時
期

に
歯
磨
き
の
状
況
や
口
の
中
の
健
康
状
態
を

確
認
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
28
年
4
月
1
日
現
在

　
　
　

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

村
の
郷
土
食
お
料
理
教
室

参
加
者
募
集（
保
育
つ
き
）

　

村
の
各
地
区
や
家
庭
に
は
、
地
元
で
採
れ

た
旬
の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
や
、
行
事

の
時
に
食
べ
る
伝
統
料
理
が
あ
り
ま
す
。

　

千
早
地
区
は
、
昭
和
30
年
頃
ま
で
、
凍
豆

腐
の
有
名
な
産
地
で
、
凍
豆
腐
を
作
る
と
き

に
出
て
く
る
豆
腐
の
粉
を
「
粉
豆
腐
」
と
い

い
、
村
の
郷
土
食
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
作
っ
た
こ
と
の
な
い
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
の
郷
土
食
で
あ
る
「
粉
豆
腐
の
煮
物
」
や
、

「
粉
豆
腐
」
を
お
い
し
く
ア
レ
ン
ジ
し
た
料

理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

内
容

　
〈
第
１
回
〉

　
　

①
粉
豆
腐
の
煮
物
（
郷
土
食
）

　
　

②
広
島
風
お
好
み
焼
き

　
　

③
か
ぼ
ち
ゃ
の
焼
き
プ
リ
ン

　
〈
第
２
回
〉

　
　

①
粉
豆
腐
の
煮
物
（
郷
土
食
）

　
　

②
チ
キ
ン
南
蛮

　
　

③
バ
ナ
ナ
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

※
②
・
③
は
粉
豆
腐
の
ア
レ
ン
ジ
料
理
で
す
。

日
時　

●
第
１
回　

１
月
20
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
半
～
午
後
１
時

　
　
　

●
第
２
回　

２
月
22
日（
水
）

������　
　

午
前
９
時
半
～
午
後
１
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

12
月
５
日（
月
）よ
り
受
付
開
始
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
後
日
詳
し
い
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

※�

保
育
を
希
望
す
る
人
は
１
月
13
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
先
着
順
で
３
名
ま
で
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

粉豆腐の煮物
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「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部

～
め
ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」

　

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生

活
の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
で

す
。
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り
ま

し
ょ
う
。

　

12
月
の
実
施
は
左
記
の
通
り
で
す
（
運
動

と
栄
養
の
２
回
で
す
。）

●
健
康
的
な
日
常
生
活

「
日
常
生
活
で
ち
ょ
こ
っ
と
運
動
」

運
動
実
技

•
�

今
よ
り
も
10
分
多
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

•

身
体
活
動
量
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

日
時　

12
月
13
日（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

「
食
材
の
か
し
こ
い
選
び
方
」

栄
養
講
義
（
実
演
・
試
食
）

•
�

外
食
、
中
食
の
上
手
な
選
び
か
た

•
�

加
工
食
品
に
つ
い
て

①
減
塩
肉
じ
ゃ
が

②
大
根
と
ツ
ナ
の
う
ま
煮

日
時　

12
月
20
日（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
歳
～
64
歳
の
人

定
員　

15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

費
用　

初
回
３
０
０
円
、
２
回
目
以
降
１
５

０
円

申
し
込
み
方
法　

基
本
的
に
は
１
コ
ー
ス

（
全
７
回
）
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
１
回

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※�

コ
ー
ス
内
容
は
村
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

千
早
赤
阪
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　冬季はノロウイルスによる食中毒が多く発生します。
手にノロウイルスがついたまま調理をしたり、カキなどの二枚貝
を十分加熱せずに食べることで起こります。
　食後１～２日でおう吐や下痢、腹痛などの症状があり、幼児や
抵抗力の落ちている人は症状が重くなることがあります。

【ノロウイルス食中毒を予防するためのポイント】
①帰宅後、トイレの後、調理の前、食事の前にしっかり手を洗う。
②食材、特にカキなどの二枚貝は中心まで十分加熱する。
③調理器具や調理台は使用後、十分洗浄し消毒する。
　調理器具などを消毒する場合、煮沸消毒もしくは塩素系漂白剤
で行いましょう。

〈問い合わせ〉富田林保健所衛生課　☎0721㉓2682

ノロウイルス食中毒にご用心！

　集団検診は日程が合わないなどの理由からがん検診を受けたことがない人もいるのではないでしょうか。
　個別検診は下記の医療機関で受診できるため、ご自身のライフスタイルに応じた受診が可能です。村では一人で
も多くの人にがん検診を受診していただけるように無料化し、大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診を個別で受けら
れるようにしています。
　今年度４月以降に、がん検診を受けていない人は、この機会にぜひ検診を受けてください。
　なお、受診にあたっては、事前に保健センターに申し込みが必要です。

●個別検診【検診実施期間：いずれも平成29年３月31日（金）まで】 受診料：無料

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・�0081（代表）

大 腸 が ん

対 象 者 受診日現在40歳以上の人

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所

内　 � � 容 問診・便潜血検査

乳 が ん

対 象 者 受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの２か所

内　 � � 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

子宮頸がん

対 象 者 受診日現在、２0歳以上の和暦で奇数年生まれの人

実施医療機関 富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック
澤井産婦人科・たけい産婦人科・山村医院の６か所

内　 � � 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

ノロウィルス

か？
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そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
西
村　

た
づ
子
（
森
屋
２
８
８-

８
）

　

５
万
円

　

長
寿
（
百
歳
）
の
内
祝
い
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

12
月
1
日
か
ら
20
日
ま
で｢

み
ん
な
で
さ

さ
え
あ
う
、
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
行

い
ま
す
。
温
か
い
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を
！！

　

医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の
新
鮮
な

輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
の
生
命
を
守
る
の
は
、
献
血
か
ら
生
ま

れ
る
愛
の
贈
り
物
。
あ
な
た
の
勇
気
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
人
の
命
を
救
い
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程　

12
月
7
日（
水
）

◎
村
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

　
（
12
時
30
分
～
13
時
30
分
は
休
憩
）

　

小
吹
台
地
域
会
館
前
か
ら
、
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
の
送
迎
車
を
配
車
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

共
同
募
金

　

赤
い
羽
根
で
親
し
ま
れ
て
い
る
共
同
募
金

に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

募
金
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
別
募
金　
　
　
　
　

72
万
７
，
９
０
９
円

バ
ッ
ジ　
　
　
　
　
　

４
万
２
，
０
３
１
円

募
金
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
６
円

社
協
会
費
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

社
協
の
自
主
財
源
と
な
る
、
会
費
に
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
頂
い
た
会
費
は
、村
の
社
会
福
祉

向
上
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
賛
助
会
費（
個
人
）　

77
万
５
，
９
６
７
円

平
成
30
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す

　

大
阪
府
と
府
内
全
43
市
町
村
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
事
業
主

の
皆
さ
ん
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
近
畿
府
県
が
一
体
と

な
っ
て
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
く
「
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
推
進
に
関
す
る
近
畿
府

県
共
同
ア
ピ
ー
ル
」（http://w

w
w
.pref.

osaka.jp/zei/alacarte/

に
掲
載
）を
採
択

し
ま
し
た
。

　

特
別
徴
収
と
は
、事
業
主
（
給
与
支
払
者
）

が
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
毎
月

従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を

差
し
引
き
、
従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
に
代

わ
っ
て
、
市
町
村
に
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

事
業
主
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、

す
べ
て
の
従
業
員
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税

を
特
別
徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

事
業
主
に
と
っ
て
は
、
所
得
税
の
よ
う
に

税
額
の
計
算
や
年
末
調
整
を
す
る
手
間
が
あ

り
ま
せ
ん
。
従
業
員
に
と
っ
て
は
、
金
融
機

関
な
ど
で
納
付
す
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
財
務
部
税
務
局

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
１
２
３

大
阪
府
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

12
月
は
「
税
収
確
保
重
点
月
間
」
で
す
。

　

大
阪
府
で
は
、12
月
を「
税
収
確
保
重
点
月

間
」と
定
め
、
府
内
の
市
町
村
と
連
携
し
、滞

納
者
に
対
す
る
徹
底
し
た
催
告
や
財
産
の
差

し
押
さ
え
な
ど
を
行
い
、納
期
限
内
に
納
税

さ
れ
た
人
と
の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
南
河
内
府
税
事
務
所

　

☎
㉕
１
１
３
１

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　

12
月
の
無
料
税
務
相
談
は
16
日（
金
）の
午

後
１
時
～
４
時
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

で
行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支

　

�

部
事
務
局　

☎
㉕
６
２
５
０
（
月
～
金
曜

日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
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「共に育ち活動する仲間になりませんか」

富
田
林
税
務
署

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
の
募
集

　

富
田
林
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
期
に
係

る
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

就
業
場
所　

富
田
林
税
務
署
（
富
田
林
市
若

松
町
西
２-

１
６
９
７-
１
）

署
外
確
定
申
告
会
場　

す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富

田
林
市
桜
ケ
丘
町
２-

８
）

雇
用
期
間　

平
成
29
年
１
月
中
旬
～
３
月
末

頃就
業
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
の

う
ち
、
５
時
間
30
分
～
７
時
間
勤
務
（
休
憩

１
時
間
）

休
日　

土
・
日
・
祝
（
平
成
29
年
２
月
19
日

及
び
２
月
26
日
に
つ
い
て
は
勤
務
の
場
合
有
）

※�

就
業
場
所
、
雇
用
期
間
、
就
業
時
間
な
ど

に
つ
い
て
の
詳
細
は
面
接
時
に
相
談
の
う

え
決
定
し
ま
す
。

業
務
内
容　

事
務
補
助
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、

受
付
、
案
内
、
用
紙
類
交
付
、
申
告
書
な
ど

の
整
理
業
務
な
ど

賃
金　

時
間
給　

８
９
０
円

交
通
費　

規
定
額
の
範
囲
内
で
支
給
（
車
、

バ
イ
ク
通
勤
不
可
）

連
絡
先　

富
田
林
税
務
署　

総
務
課　

木
村

☎
㉔
３
２
８
１
（
内
線
５
５
２
※
音
声
案
内

に
従
っ
て
、
は
じ
め
に
「
２
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
）

そ
の
他　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
を
優

先
し
ま
す
。面
接
の
際
は
市
販
の
履
歴
書（
写

真
付
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
必
要
人
員
に

達
し
次
第
、
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
税
務
署　

総
務
課

　

☎
㉔
３
２
８
１

金
剛
山
樹
氷
ハ
イ
キ
ン
グ

　

お
餅
つ
き
や
、
だ
る
ま
の
絵
付
け
な
ど
を

し
て
新
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

日
程　

平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）

場
所　

金
剛
山
お
よ
び
ち
は
や
園
地

対
象　

小
学
生
か
ら
一
般
の
人
ま
で
（
親
子

参
加
も
可
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
千
円

受
付　

12
月
６
日（
火
）～
電
話
で
申
し
込
み

（
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

※�

こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
「
金
剛
山
の
里
ツ
ー

リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
交
付
金
を
活
用

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

集
合
場
所
・
集
合
時
間
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ

の
登
山
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
�
２
０
３
２

南河内地区親学習リーダー養成講座
「共に育ち活動する仲間になりませんか」

　南河内地区社会教育振興協議会（社会教育部会）では、大阪府教育コミュニティづくり推進事業の一環として、
親学習の場づくりを推進しています。
　今年度は、各市町村の親学習機会を提供し促進する地域人材の充実を図るために、親学習リーダーの養成講
座を開催します。『親学習』についての詳細は、大阪府のホームページをご覧ください。
　http://www.pref.osaka.lg.jp/chikikyoiku/kateikyouikusien/oyaqa.html

対　　象：南河内地区在住で家庭教育支援に関心のある人
定　　員：40人程度　※申し込み多数の場合は抽選　　　　 受付期間：12月１日（木）～20日（火）
主　　催：南河内地区社会教育振興協議会（社会教育部会）　申し込み：教育課　☎�1300

回 日　時 会　場 内　　　容

１ 平成29年１月30日（月）
午後１時30分～４時

羽曳野市役所
別館２階　研修室

【講義】
〈親学習とは〉
◎親や子育てをめぐる現状と課題、親学習の必要性を学ぶ
　講師：大阪府教育庁地域教育振興課　総括主査　田中　和彦　様　
【体験学習】
　◎親学習を体験する
　　講師：河内長野親楽習リーダー会「おや☆らく」

２ 平成29年２月６日（月）
午後１時30分～４時30分

羽曳野市役所
別館２階　研修室

【講義・班別研修】
　◎『セルフコントロール』
　　講師：桧谷　真美　氏

３ 平成29年２月13日（月）
午後１時30分～４時

富田林市立
福祉青少年センター
３階　大会議室

【講義・班別学習】
〈ファシリテーション研修〉
　◎対話や交流を進めるためのファシリテーションのスキルを学ぶ
　　講師：河内長野親楽習リーダー会「おや☆らく」

４ 平成29年２月20日（月）
午後１時30分～４時30分

富田林市立
福祉青少年センター
３階　大会議室

【実習・班別学習】
〈親学習ワークの実習〉
　◎実習を通じて教材の活用方法と講座の進め方を実践する
　　講師：河内長野親楽習リーダー会「おや☆らく」
〈振り返り〉
　◎今後の地域における活動に向けて
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世
界
の
料
理
に
は
、
様
々
な
ダ
シ
が
あ

り
ま
す
。
中
華
料
理
で
は
湯
（
タ
ン
）、

西
洋
料
理
で
は
ブ
イ
ヨ
ン
が
あ
り
、
日
本

料
理
で
は
鰹
だ
し
や
昆
布
だ
し
、
煮
干
し

だ
し
、
椎
茸
だ
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
素

材
の
持
ち
味
を
生
か
す
た
め
に
料
理
に
合

わ
せ
て
だ
し
を
選
ぶ
と
、
よ
り
い
っ
そ
う

美
味
し
く
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
般
的
な
鰹
だ
し
・
昆
布
だ
し

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
鰹
だ
し
は
だ
し

が
主
役
と
な
る
料
理
に
、
昆
布
だ
し
は
素

材
の
味
や
香
り
を
活
か
し
た
料
理
に
使
用

さ
れ
ま
す
。
鰹
節
の
イ
ノ
シ
ン
酸
と
昆
布

の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を
合
わ
せ
て
だ
し
を
と

る
と
、
香
り
と
、
旨
味
の
相
乗
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。
一
番
だ
し
は
色
も
澄
ん
だ
上

品
な
だ
し
で
、
す
ま
し
汁
や
椀
盛
り
な
ど

に
最
適
で
す
。
二
番
だ
し
は
、
一
番
だ
し

を
と
っ
た
後
の
か
つ
お
節
と
昆
布
を
煮
出

し
て
、
さ
ら
に
新
し
い
か
つ
お
節
を
追
加

す
る
濃
厚
な
だ
し
汁
で
、
煮
物
や
味
噌
汁

に
向
い
て
い
ま
す
。

　

次
に
煮
干
し
だ
し
・
椎
茸
だ
し
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
煮
干
し
だ
し
は
、
コ
ク

の
あ
る
し
っ
か
り
し
た
味
が
特
徴
で
、
味

噌
汁
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
椎
茸
だ
し
は
、

精
進
だ
し
の
材
料
と
し
て
重
宝
な
存
在
で

す
。鰹
だ
し
や
昆
布
だ
し
と
合
わ
せ
る
と
、

風
味
が
格
段
と
増
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、
和
食
の
原
点
と
い

え
ま
す
。
本
格
的
な
だ
し
を
つ
か
う
メ

リ
ッ
ト
は
、
だ
し
の
旨
味
や
香
り
が
あ
る

の
で
、
素
材
本
来
の
味
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
調
味
料
を
控
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
時
間
が
か
か
る
点

で
す
。
最
近
で
は
市
販
の
顆
粒
タ
イ
プ
の

だ
し
風
味
調
味
料
や
だ
し
パ
ッ
ク
を
利
用

す
る
人
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
経
済
的
・

調
理
時
間
の
縮
小
・
簡
単
な
ど
と
良
い
面

が
あ
り
ま
す
が
、
化
学
調
味
料
や
塩
分
の

と
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
天
然
素
材
の
だ
し
を
と
っ
て
い

る
人
は
全
体
の
25
％
程
度
で
、
昔
に
比
べ

て
随
分
減
少
し
ま
し
た
。
便
利
な
も
の
が

普
及
し
て
い
く
時
代
で
す
が
、
日
本
人
と

し
て
和
食
の
基
本
を
忘
れ
ず
に
、
天
然
素

材
の
だ
し
を
伝
承
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

楠
公
史
跡
保
存
会
会
員
募
集

　

本
会
は
、
村
内
の
史
跡
整
備
や
清
掃
奉
仕

活
動
、
資
料
館
の
管
理
や
道
の
駅
売
店
の
運

営
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
会

員
交
流
の
バ
ス
ツ
ア
ー
や
楠
公
祭
、
史
跡
探

訪
な
ど
楽
し
い
企
画
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
ご
支
援
い
た
だ

け
る
人
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　

三
千
円

受
付　

随
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

　

☎
�
１
５
８
８

年
末
年
始
の
犬
・
猫
の
引
き
取
り

業
務
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
犬
・
猫
の
引
き
取
り
業
務
に

つ
い
て
、次
の
と
お
り
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

年
末
引
き
取
り
最
終
日

12
月
26
日（
月
）

年
始
引
き
取
り
開
始
日

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

※�

引
き
取
り
申
請
前
に
必
ず
電
話
に
よ
る
事

前
相
談
お
よ
び
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
動
物
管
理
指
導
所

　

藤
井
寺
分
室（
藤
井
寺
市
藤
井
寺
１-

８-

36
）

　

☎
０
７
２（
９
３
７
）１
１
０
１

業
務
用
冷
蔵
・
冷
凍
機
や
業
務
用

エ
ア
コ
ン
を
お
使
い
の
皆
さ
ま
へ
！

　

エ
ア
コ
ン
や
冷
凍
・
冷
蔵
庫
の
冷
媒
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
「
フ
ロ
ン
類
」
は
、
地
球

温
暖
化
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
大
気
へ

の
排
出
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た
フ
ロ
ン
排

出
抑
制
法
で
は
、
業
務
用
冷
蔵
・
冷
凍
機
や

業
務
用
エ
ア
コ
ン
の
使
用
者
は
、
３
か
月
に

１
回
以
上
の
頻
度
で
使
用
者
な
ど
で
目
視
点

検
す
る
こ
と
（
簡
易
点
検
）、
大
型
機
器
は

専
門
業
者
に
よ
る
点
検
を
行
う
こ
と
（
定
期

点
検
）、
点
検
や
充
填
回
収
の
記
録
を
機
器

の
廃
棄
時
ま
で
保
存
す
る
こ
と
な
ど
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉大
阪
府
産
業
廃
棄
物
指
導
課

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
７
０

精神障がい者家族教室
日　時　12月15日（木）午後２時～４時
内容・講師　
　①講義「�訪問看護について　～病棟看護

から在宅看護へ～」　　　
　②�情報提供　家族会の御紹介（わかば会・

つくし会・ときわぎ会）
場　所　富田林保健所　２階　講堂
対　象　富田林保健所管内在住者（先着20人）
参加料　無料
申し込み・締め切り　
　富田林保健所地域保健課
　（精神保健福祉チーム）☎0721㉓2684
　12月9日（金）

『
日
本
料
理
の
だ
し
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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おおさかふみんネット南河内生涯学習広域講座

　大阪府・市町村生涯学習ネットワーク会議南河内
ブロック（南河内の９市町村で構成）では「南河内
郷土探訪」～富田林寺内町の魅力を探る～をテーマ
に講座を行います（全３回）。寺内町について研究を
されている学識経験者の講演と、地元のボランティ
アガイドさんによる富田林寺内町の散策を実施しま
す。ぜひご参加ください。
○募集人数：120人（応募者多数の場合は抽選）
○�対象者：全３回の講座に参加できる人（他府県か
らの参加もできます）
○受講料：500円（全３回分）
○申し込み期限：12月９日（金）必着
○�申し込み方法：往復はがき、もしくはＥメールに、

郵便番号、住所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番
号と返信用宛先を明記の上、お申し込みください。
一通で２人まで申し込みできます。２人申し込み
の場合は、それぞれの郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記してください。
○�申込先：〒584－8511　富田林市常盤町11番18号
富田林市教育委員会生涯学習課「ふみんネット南河
内2016」係
　Ｅメールの場合はs-gaku@city.tondabayashi.lg.jp迄
※�申込み時にお預かりした個人情報は、適正に管理し、
本事業の円滑な遂行以外の目的には使用しません。
○問い合わせ：富田林市教育委員会生涯学習部
　　　　　　　生涯学習課　☎0721�1451

「南河内郷土探訪」～富田林寺内町の魅力を探る～

回 日　程 テーマ 講　師 場　所

１ 平成29年２月５日（日）
午後２時から４時

戦国時代南河内の社会と寺内町
～富田林を中心に～

仁木　宏さん
（大阪市立大学大学院
文学研究科教授）

富田林市立中央公民館
２階　ホール

２ 平成29年２月12日（日）
午後２時から４時

富田林寺内町の魅力
～歴史遺産を活かしたまちづくり～

笠井　敏光さん
（大阪国際大学
国際教養学部教授）

富田林市立中央公民館
２階　ホール

３ 平成29年２月19日（日）
午後２時から４時 富田林寺内町を歩く 富田林寺内町ボランティア

ガイドの会の皆さん
富田林市立中央公民館
２階　ホール　集合

※�第３回平成29年２月19日（日）の「富田林寺内町を歩く」は、雨天の場合は２月26日（日）に順延します。当日の開催
については、☎0721�1451にお問い合わせください。

★相談や検査に関するプライバシーは守ります
★詳しくは大阪府富田林保健所にお問い合わせください
　☎0721㉓2681　ホームページアドレス：http://www.pref.osaka.jp/tondabayashihoken/index.html

種　　類 実施日 受付時間 備　　　　　考

富
田
林
保
健
所　

☎
㉓
２
６
８
１

こ こ ろ の 健 康 相 談 予約制
9：30～12：15
13：00～17：00

電話でお問い合わせください。

エイズに関する相談
月～金

（祝日を除く）
9：30～12：15
13：00～17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】

第1･3水曜日
（祝日を除く）

13：30～14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能。
エイズ抗体検査は無料ですが、梅毒血清反
応検査、クラミジア抗原検査は手数料が必
要な場合があります。

血 液 検 査
【肝炎ウィルス検査】

予約制
第3水曜日
（祝日を除く）

9：30～10：30 電話で予約必要。

血 液 検 査
【風しん抗体検査】

予約制
第1･2火曜日
（祝日を除く）

10：00～11：00

（対象）•妊娠を希望する女性
•妊娠を希望する女性の配偶者
•妊娠している女性の配偶者  

※ 妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚
の場合は保護者同伴のこと

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

予約制
第１水曜日
（祝日を除く）

11：00～12：15 ※詳しくは電話でお問い合わせください。

飲用水 ･ 井戸水検査
毎週月曜日

（月曜日が祝日の時は火曜日）
＊年内最終受付：12月19日（月）

9：30～11：30
検査手数料が必要。電話で予約をお願いします。
（予約先：藤井寺保健所 検査課☎072-952-6165）

腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（月曜日が祝日の時は火曜日）

9：30～11：30 検査手数料が必要。

医療機関に関する相談
月～金

（祝日を除く）
9：00～12：15
13：00～17：30

例えば、「診療において充分な説明がなく不安」
「○○科のある病院を教えて欲しい」など医療
機関に関する相談を受けています。

富田林保健所からのお知らせ富田林保健所からのお知らせ
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◎気象警報・注意報
　�気象庁から、大雨や強風などによって災害が起こる恐れがあるときは「注意報」を、重大な
　�災害が起こる恐れのあるときは「警報」を、さらに、重大な災害が起こる恐れが著しく大きいときは「特別
警報」が発表されます。

◎土砂災害警戒情報
　◦�大雨により土砂災害の危険度が高まった市町村を特定し、大阪府と大阪管区気象台が共同して発表する情
報です。

　◦�役場が避難勧告等を発令する基準となるもので、住民の人も自主避難の判断の
　　目安としてください。
　◦�テレビ・ラジオ、大阪府土砂災害の防災情報から確認できます。

◎避難準備情報・避難勧告・避難指示について
○避難情報のレベル
　�災害時に、村から村民の皆様に「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」を発令する場合があります。これ
らの違いをあらかじめ理解しておくことが「自らの身を守る」ことにつながります。
　拘束力は　弱い ＜【避難準備情報】＜【避難勧告】＜【避難指示】＜ 強い
◦避難準備情報
　《発令時の状況》
　災害による人的被害の発生する可能性が高まってきている状態。
　《とるべき行動》
　�高齢者や障がい者などの避難行動要支援者に対して、早めの段階で避難行動を開始することを求めるものです。
また、周りの人は支援を始めてください。通常の避難が出来る人は、気象情報に注意し、家族との連絡や非
常用持出品の用意など、避難準備を始めてください。
◦避難勧告
　《発令時の状況》
　災害による人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状態。
　《とるべき行動》
　通常の避難ができる人は、指定された避難所などへの避難を始めてください。
　※親戚・友人宅などへの避難や、屋内に留まる「屋内安全確保」も含む。
◦避難指示
　《発令時の状況》
　�切迫した状況であり、災害による人的被害の発生する可能性が非常に高いと判断された状況、または人的被
害が発生した状態。
　《とるべき行動》
　�指定された避難所へ直ちに避難してください。避難中の人は、すぐに避難を完了してください。そのいとま
がない人は、命を守る最低限の行動をとってください。
　※親戚・友人宅などへの避難や、屋内に留まる「屋内安全確保」も含む。

10月23日に行われた小吹台地区合同防災訓練の様子

　っておきたい災害に関する情報知

各地区で防災訓練が行われてます！
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　10月29・30日、くすのきホールにおいて、ふれあい展・コンサートが盛大に行われました。
　展示には22団体・個人10人の作品が展示され、コンサートには15団体の出演がありました。
　また、押し花・レザークラフトなどの体験コーナーや学校給食センターによる「粉豆腐ドーナツ」の試
食もあり、大勢の来場者で賑わいました。

　11月12日、下赤阪の棚田と村立中学校で「金剛山の里　棚田夢灯り＆収穫祭2016」が開催され、約４千人
の人が訪れました。
　校庭は収穫祭の模擬店や〇×クイズで大勢の人が賑わい、農村公園では吹奏楽部による演奏や浪速学院の
雅楽の演奏、中津神社上若中による獅子舞の演舞に魅了されました。

　ふれあい展・コンサートが行われました

棚田夢灯り＆収穫祭2016
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文化の日に村表彰
　11月３日、くすのきホールで平成28年度村表彰式典を開催しました。
　式典では、長年にわたり村政や地域振興、地域福祉、消防防災などの各分野で活躍、貢献された皆さんの
功績をたたえ松本村長から表彰状を授与されました。
　また、受賞者を代表して福留敏郎さんが「今後も村政発展のため、微力ではございますが、より一層尽力
致すつもりでございます」と謝辞を述べられました。
　今後もそれぞれの分野でのさらなる活躍を期待しています。

表彰おめでとうございます

　10月17日、法務省大会議室（東京都）で開催さ
れた法務大臣表彰式において、本村の人権擁護委
員田中鈴代氏、西浦玲子氏が、金田勝年法務大臣
から法務大臣表彰を受賞されました。
　両氏は人権擁護委員として、人権相談や人権啓
発活動に広く積極的に従事するなど、地域におけ
る人権擁護活動において、永年にわたる顕著な功
績が認められました。

● 人権擁護委員に対する法務大臣表彰 ●

児童虐待防止推進月間
街頭キャンペーン

　10月30日、「平成28年度　千早赤阪村ふれあい
展・コンサート」会場で、児童虐待問題について
理解を深め主体的な関わりを持てるように意識啓
発を図ろうと、児童虐待防止推進月間街頭キャン
ペーンを行いました。リーフレットや啓発物品を
配布し、児童虐待発見時の連絡先や児童虐待の防
止を呼びかけました。

○功労者表彰
　千福　イツ子�さん（東阪）
　　（村の国民健康保険の運営に貢献）
　武部　なおみ�さん（水分）
　　（村の青少年の健全育成に貢献）
　福留　敏郎�さん（小吹）
　　（村の地域福祉の向上に貢献）
　増田　昇�さん（堺市）
　　（村のまちづくりに貢献）
　山根　文子�さん（小吹）
　　（村の学校給食の運営に貢献）
　岩井　一浩�さん（川野辺）
　東條　直樹�さん（森屋）
　東　　秀和�さん（千早）
　山田　晃司�さん（千早）
　　（消防防災活動に貢献）

○善行者表彰
　飯弘　末安�さん（水分）
　片井　幸代�さん（千早）
　　（長年にわたり、登下校時の児童の安全確保に貢献）
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・近況は・・・
　大阪芸術大学でＳａｘとクラシック音楽を学
んでいます。
・趣味は・・・
　音楽鑑賞です。色んな音楽を聴きます。演奏
会やライブにもよく行きます。
・夢は・・・
　音楽に携わる仕事がしたいです。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　友だちと、久しぶりにＵＳＪに遊びに行きま
した。
　ジェットコースターが乗れるようになってい
て、成長を感じました。
・思い出のアルバムから・・・
　　

・千早赤阪村について・・・
　自然が溢れ返った、とても居心地の良い落ち
着くことのできる場所です。
　たぶん、ずっと住んでいます。
・次号は・・・
　中学校の同級生の矢倉　明莉さんです。
・矢倉さんへメッセージを・・・
　また、吹奏楽部のみんなでご飯行こう！　

小吹　 日  下 　 滉  太 さん
＜19歳　うお座＞

KotaNichige

第33回
秋季テニス大会

　10月22日、村立テニスコートで第33回秋季テニス大会
が開催されました。
　４チームが参加し、団体戦で白熱した試合が行われま
した。
　優　勝　山口、畑、前川
　準優勝　時任、中西、井出
　第₃位　形井、中野、磯谷、大迫

小吹台　くわじま　りおん　くん
（　桒　島　聖　央　）

　　　　　　　　　　　　　　平成28年２月12日生まれ

生まれてきてくれて、本当にありがとう。
皆に愛されて、スクスク育ちますように。

　父・正夫さん　母・友美さん

１歳の時、飼っていた猫との写真です。
大好きでした。

301
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
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ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広　

場

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

12月5日・12日・
19日・26日㈪
１月10日㈫

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

12月21日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入園前
の乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの
乳幼児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分

１歳頃までの乳幼児
の家族

相　
　

談

無料 弁護士相談・
保健師こころの相談 12月９日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人
（同日に身体やこころ
の相談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） 12月20日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個別健康栄養相談 12月16日㈮ 午前10時～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を改
善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

�
発

行
／

千
早

赤
阪

村
役

場（
〒

585−
8501大

阪
府

南
河

内
郡

千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180番

地
） 

　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/
�

編
集

／
総

務
課

　
☎

 0721−
72−

0081　
 0721−

72−
1880 

  2016.12 N
o.515

 
E−

m
ail　

iken@
vill.chihayaakasaka.lg.jp

も え る ご み
（火・金曜日）

12月２日（金）・
６日（火）・９日（金）
13日（火）・16日（金）
20日（火）・23日（金）
27日（火）・30日（金）
１月６日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

12月７日（水）
１月４日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

12月８日（木）
　　22日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 12月15日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） 12月28日（水）

各地区ミゼット車 12月19日（月）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 12月29日（木）予定

千早、東阪、中津原 12月30日（金）予定

心配ごと １月５日（木）
２月２日（木）

児　　童 １月５日（木）
２月２日（木）

行　　政 １月５日（木）
２月２日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081
（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権課☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,520人（－６）
　男　　2,620人（－２）
　女　　2,900人（－４）
世帯数　2,356戸（±０）

10月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
観光・産業振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課

健康診査＆相談など


